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藍
綬
褒
章
受
章

（
自
然
公
園
指
導
員
活
動
）

　

杉
本　

敏　
様

�

（
長
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

環
境
大
臣
表
彰

（
自
然
保
護
活
動
）

　

遠
藤　

家
之
進
正
和　
様

�

（
む
さ
さ
び
会
）

　

長
年
の
自
然
保
護
活
動
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
10
月
15
・
16
日
、
第

64
回
自
然
保
護
研
修
会
が
糸
魚
川

市
の
高
ノ
峯
プ
ラ
ト
ー
森
林
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。
15
日
は
講
演

会
、
16
日
は
マ
イ
コ
ミ
平
コ
ー
ス

又
は
勝
山
城
跡
等
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
、親
睦
登
山
が
実
施
さ
れ
た
。

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

1₅
日
（
土
）

　

研
修
会
は
14
時
か
ら
受
付
を
開

始
し
、
約
30
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
15
時
か
ら
、
宮
崎
総
務

委
員
長
、
阿
部
会
長
、
伊
藤
自
然

保
護
委
員
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、

講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
、糸
魚
川
市
生
ま
れ
で
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
越
後
支
部
会
員
、
昨
年
小

学
校
の
校
長
を
定
年
退
職
さ
れ
た

靏
本
修
一
氏
。
演
題
は
「
私
の
山

岳
・
自
然
賛
歌
（
35
年
間
の
登
山

体
験
か
ら
）」。
講
演
の
内
容
に
つ

い
て
、
以
下
に
記
述
し
ま
す
。

一�

、
糸
魚
川
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
か
ら

・�

糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
は
２
０
０

９
年
８
月
、日
本
で
初
め
て「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ

た
。

・�「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
ま
と
め
て
、
地
質
や
文

化
・
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
る
場
所
を
「
ジ
オ
サ
イ
ト
」

と
呼
び
、
市
内
に
は
24
箇
所
の

ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
る
。

・�

糸
魚
川
の
ジ
オ
サ
イ
ト
は
山
岳

関
係
、
ヒ
ス
イ
関
係
、
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
関
係
に
分
か
れ
て
い

る
。
姫
川
の
西
側
は
６
５
０
０

万
～
６
億
年
前
の
古
い
地
層
で

あ
る
の
に
対
し
、
東
側
の
頸
城

山
塊
付
近
は
２
５
０
０
万
年
以

降
の
新
し
い
地
層
で
あ
る
。

・�
親
不
知
は
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル

プ
ス
）
が
日
本
海
に
断
崖
と

な
っ
て
落
込
む
地
点
で
、
古
く

か
ら
北
陸
道
の
交
通
の
難
所
で

し
た
。
親
不
知
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ロ
ー
ド
か
ら
は
四
世
代
の
道
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
世

代
、
波
打
ち
際
の
道
。
第
二
世

代
、
断
崖
を
削
っ
て
切
り
開
い

た
旧
国
道
８
号
。
第
三
世
代
、

現
国
道
８
号
。
第
四
世
代
、
海

上
高
架
の
北
陸
自
動
車
道
。
ま

た
、
近
代
登
山
の
父
ウ
ェ
ス
ト

ン
が
親
不
知
を
訪
れ
て
お
り
、

そ
の
縁
で
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
設
置

さ
れ
、毎
年
５
月
に「
海
の
ウ
ェ

ス
ト
ン
祭
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。

・�

栂
海
新
道
は
北
ア
ル
プ
ス
北
部

の
朝
日
岳
か
ら
親
不
知
に
至
る

縦
走
路
で
、
さ
わ
が
に
山
岳
会

（
会
長�

小
野
健
氏
）
に
よ
り
苦

節
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
伐
開

さ
れ
た
。
白
馬
岳
～
朝
日
岳
～

長
栂
山
～
犬
ケ
岳
～
親
不
知
を

約
４
日
間
で
踏
破
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
青
海
中
学
校
に
は
小

野
健
さ
ん
に
関
す
る
資
料
等
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

・�

黒
姫
山
は
全
山
石
灰
岩
の
山

で
、
イ
チ
ョ
ウ
シ
ダ
等
石
灰
岩

受
章
・
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

︵
Ｊ
Ａ
Ｃ
越
後
支
部
晩
餐
会
に
て
。

右
、
杉
本
氏
、
左
、
遠
藤
氏
︶

第
64
回
自
然
保
護
研
修
会
・

　
　
　
　

親
睦
登
山
に
参
加
し
て

�

工
友
会　

石　

田　

邦　

雄
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地
特
有
の
植
物
が
生
育
し
て
い

ま
す
。
今
年
新
設
さ
れ
た
「
山

の
日
」に
登
っ
た
際
、若
い
カ
ッ

プ
ル
が
山
頂
に
い
た
の
で
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
入
籍
の
記
念
に

登
っ
た
」
と
の
こ
と
。
地
元
の

若
者
を
大
事
に
し
た
い
。

・�

黒
姫
山
の
南
東
に
は
、
16
日
の

ツ
ア
ー
で
訪
れ
る
田
海
川
（
と

う
み
が
わ
）
源
流
の
マ
イ
コ
ミ

平
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
カ
ル

ス
ト
地
形
の
ド
リ
ー
ネ
が
進
行

し
て
溶
食
凹
地
（
ポ
リ
エ
）
と

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
降
っ
た

雨
水
は
川
と
し
て
流
れ
出
る
こ

と
は
な
く
、
石
灰
岩
を
穿
っ
た

多
数
の
孔
か
ら
地
下
に
吸
い
込

ま
れ
る
。
吸
込
ま
れ
た
水
は
約

３
・
５
㎞
下
流
の
福
来
口
（
ふ

く
が
く
ち
）
鍾
乳
洞
か
ら
流
れ

出
て
田
海
川
と
な
り
、
日
本
海

に
注
ぐ
。
そ
の
た
め
、
田
海
川

の
上
流
域
か
ら
中
流
域
は
融
雪

期
等
を
除
い
て
涸
沢
と
な
っ
て

い
る
。

・�

マ
イ
コ
ミ
平
の
ド
リ
ー
ネ
の
底

か
ら
は
、
白
蓮
洞
（
深
さ
５
１

３
ｍ
、
日
本
一
の
深
さ
）、
千

里
洞
（
深
さ
４
０
５
ｍ
）
等
の

竪
穴
の
鍾
乳
洞
が
伸
び
て
い

る
。
ド
リ
ー
ネ
の
底
に
は
夏
近

く
ま
で
残
雪
が
残
り
、
冷
涼
な

気
候
が
保
た
れ
、
ム
シ
ト
リ
ス

ミ
レ
等
の
亜
高
山
性
の
高
山
植

物
が
生
育
し
て
い
る
。

・�

ヒ
ス
イ
は
日
本
が
誕
生
す
る
遥

か
前
の
６
億
年
前
の
石
と
言
わ

れ
て
い
る
。
緑
色
を
帯
び
た
半

透
明
の
石
で
、
古
く
か
ら
宝
石

と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
日

本
で
は
明
星
山
の
岸
壁
が
落
込

む
小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
で
最
初
に

発
見
さ
れ
、
黒
姫
山
の
西
側
の

青
海
川
ヒ
ス
イ
峡
で
も
産
出
さ

れ
る
。
今
年
９
月
、
日
本
鉱
物

科
学
会
に
よ
り
、ヒ
ス
イ
が「
日

本
の
石
」
に
選
定
さ
れ
た
。

・�

山
岳
関
係
で
は
、
オ
ー
バ
ー

ユ
ー
ス
に
よ
る
雨
飾
山
登
山
道

の
拡
幅
・
傷
み
、
お
花
畑
の
減

少
、
焼
山
の
火
山
活
動
の
降
灰

に
よ
る
植
生
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

二
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
世
界

・�

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
キ
ジ
目
・
ラ
イ

チ
ョ
ウ
科
の
鳥
で
特
別
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
、
絶
滅
危
惧

種
１
Ｂ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。
１
９
８
０
年
代
に
は
約
三

千
羽
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い

た
が
、
２
０
０
０
年
代
は
約
二

千
羽
に
減
少
し
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

・�

現
在
は
本
州
中
部
の
標
高
２
０

～
２
・
４
百
ｍ
を
超
え
る
高
山

帯
（
頸
城
山
塊
・
北
ア
ル
プ

ス
・
乗
鞍
岳
・
御
嶽
山
・
南
ア

ル
プ
ス
）
に
生
息
し
て
い
る
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
高
山
環
境
の
指

標
と
言
わ
れ
て
い
る
。

・�

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
飛
ぶ
こ
と
が
苦

手
な
鳥
で
す
が
、
約
25
㎞
移
動

し
た
と
い
う
情
報
が
あ
る
。
明

星
山
で
糞
を
見
付
け
た
と
の
情

報
も
あ
り
、
頸
城
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
と
北
ア
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
交

流
し
て
い
る
と
の
仮
説
も
あ

る
。

・�

生
息
数
減
少
の
要
因
と
し
て

は
、
以
下
の
項
目
が
あ
げ
ら
れ

る
。

①�

捕
食
動
物
（
キ
ツ
ネ
・
テ
ン
・

カ
ラ
ス
等
）
の
分
布
拡
大
（
ニ

ホ
ン
ザ
ル
が
東
天
井
岳
で
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
雛
を
捕
食
）。

②�

動
物
の
高
山
侵
入
（
ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
餌
の
高
山

植
物
を
採
食
）。

③
汚
染
に
伴
う
病
原
菌
の
侵
入
。

④
登
山
者
の
増
加
に
よ
る
攪
乱
。

⑤ 

地
球
温
暖
化
の
進
行
。

・�

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
日
本
で
は
神
に

仕
え
る
鳥
と
し
て
大
切
に
さ

れ
、
狩
猟
の
対
象
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
人
を
怖
が
ら

ず
近
づ
い
て
も
逃
げ
ま
せ
ん
。

ハ
イ
マ
ツ
帯
の
巣
で
６
～
７
個

の
卵
を
産
み
、
全
部
孵
化
し
ま

す
が
、
雛
の
段
階
で
半
減
し
ま

す
。

・�

餌
は
チ
ン
グ
ル
マ
・
ハ
ク
サ
ン

イ
チ
ゲ
・
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
・
ガ
ン

コ
ウ
ラ
ン
等
の
高
山
植
物
の

芽
・
蕾
等
で
す
。
ハ
イ
マ
ツ
は

営
巣
や
天
敵
か
ら
隠
れ
た
り
す

る
の
に
必
要
で
す
。

三
、
越
年
山
行
の
継
続

・�

槍
ケ
岳
、
仙
丈
岳
、
西
穂
等
。

越
年
山
行
を
継
続
し
て
い
る
。

　

講
演
終
了
後
、
17
時
30
分
頃
よ

り
１
階
で
懇
親
会
が
始
ま
り
、
各

会
か
ら
頂
い
た
地
酒
や
「
い
り
や

ま
岳
友
会
」
の
中
村
会
長
か
ら
準

備
頂
い
た
豚
汁
で
楽
し
く
賑
や
か

に
懇
談
し
ま
し
た
。

16
日
（
日
）

　

夜
明
け
と
共
に
起
床
、
青
空
が

広
が
り
、
天
気
は
良
い
。
朝
食

後
、
マ
イ
コ
ミ
平
コ
ー
ス
又
は
勝

山
城
跡
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発

す
る
。
私
は
マ
イ
コ
ミ
平
コ
ー
ス

に
参
加
し
た
の
で
、
そ
の
報
告
を

し
ま
す
。

　

市
役
所
の
駐
車
場
に
車
を
置
か

せ
て
も
ら
い
、
10
時
前
に
糸
魚
川

駅
北
口
の
ヒ
ス
イ
王
国
館
前
に
集

合
す
る
。

　

10
時
に
駅
前
を
出
発
す
る
。
黒

姫
山
を
右
前
方
に
見
て
田
海
川
沿
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い
に
溯
る
。「
青
海
八
景 

福
来
口

早
春
」
の
標
識
が
あ
る
所
で
一
時

下
車
。
対
岸
に
は
階
段
状
に
カ
ッ

ト
さ
れ
た
採
掘
場
と
そ
の
下
に
福

来
口
鍾
乳
洞
が
望
め
る
。

　

ガ
イ
ド
の
宮
島
学
芸
員
か
ら
、

マ
イ
コ
ミ
平
で
地
下
に
吸
い
込
ま

れ
た
雨
水
が
福
来
口
鍾
乳
洞
か
ら

流
れ
出
る
等
の
説
明
を
受
け
る
。

　

更
に
ジ
グ
ザ
ク
で
高
度
を
上

げ
、
途
中
で
登
山
ガ
イ
ド
の
猪
又

さ
ん
・
古
見
さ
ん
と
合
流
す
る
。

こ
こ
に
ゲ
ー
ト
が
あ
り
、
一
般
車

は
こ
こ
ま
で
し
か
入
れ
な
い
。

　

歩
を
進
め
て
行
く
と
、
マ
イ
コ

ミ
平
の
入
口
の
浄
土
門
に
着
く
。

屹
立
し
た
岸
壁
が
迫
り
、
き
れ
い

な
Ｕ
字
型
を
成
し
て
い
る
。
学
芸

員
の
説
明
に
よ
る
と
、
か
つ
て
存

在
し
た
横
穴
の
鍾
乳
洞
の
天
井
が

崩
落
し
て
出
来
た
地
形
と
の
説
も

あ
る
と
の
こ
と
。

　

マ
イ
コ
ミ
平
ジ
オ
サ
イ
ト
の
案

内
板
の
あ
る
林
道
終
点
ま
で
歩

く
。
昼
食
後
、
見
学
コ
ー
ス
は
、

大
マ
イ
コ
ミ
→
小
マ
イ
コ
ミ
→
通

天
洞
→
千
里
洞
→
白
蓮
洞
→
新
マ

イ
コ
ミ
の
順
序
で
あ
る
。

　

マ
イ
コ
ミ
平
は
凹
地
な
の
で
緩

く
下
っ
て
行
く
。左
に
折
れ
る
と
、

す
ぐ
に
「
大
マ
イ
コ
ミ
」
と
な
る
。

割
合
広
い
砂
利
・
泥
濘
の
河
原
で
、

右
側
か
ら
流
れ
て
き
た
沢
が
正
面

の
岸
壁
の
基
部
に
吸
込
ま
れ
て
い

た
。
周
囲
に
は
青
い
実
を
つ
け
た

サ
ワ
フ
タ
ギ
が
多
い
。
戻
っ
て
右

に
行
く
と
「
小
マ
イ
コ
ミ
」
で
小

川
が
岩
の
基
部
に
吸
込
ま
れ
て
い

る
。

　

「
小
マ
イ
コ
ミ
」
の
近
く
に
サ

ワ
グ
ル
ミ
が
生
え
る
広
場
が
あ

り
、
マ
イ
コ
ミ
平
の
説
明
板
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

「
通
天
洞
」
へ
の
道
は
沢
を
渡
っ

た
り
、
ド
リ
ー
ネ
の
脇
を
通
っ
た

り
し
て
、
や
や
険
し
く
な
る
。
大

き
な
ド
リ
ー
ネ
を
下
る
と
、
左
上

か
ら
右
下
に
大
き
な
割
れ
目
が

走
っ
た
岸
壁
が
あ
り
、
そ
の
下
部

が
「
通
天
洞
」
と
な
っ
て
い
た
。

入
っ
て
覗
く
と
上
ま
で
竪
穴
が
貫

通
し
て
お
り
、
空
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

少
し
戻
っ
て
、
急
な
道
を
登
る

と
「
千
里
洞
」
の
あ
る
ド
リ
ー
ネ

へ
の
下
降
点
と
な
る
。
コ
の
字
型

の
金
具
を
打
込
ん
だ
足
場
と
鎖
を

使
っ
て
ド
リ
ー
ネ
の
底
ま
で
降

り
て
、
少
し
登
る
と
「
千
里
洞
」

が
漏
斗
型
の
口
を
開
け
て
い
た
。

怖
々
と
覗
き
込
ん
で
、
写
真
を
撮

る
。
上
は
暑
い
位
だ
っ
た
が
、
こ

こ
は
８
℃
位
で
冷
気
を
感
じ
る
。

洞
口
か
ら
冷
気
の
霧
が
舞
い
上
っ

て
い
る
。

　

千
里
洞
か
ら
奥
に
行
く
と
「
白

蓮
洞
」
と
な
る
。
途
中
の
倒
木
に

ナ
メ
コ
が
有
り
、
先
に
行
っ
た
人

は
思
わ
ぬ
収
穫
だ
っ
た
。

　

「
白
蓮
洞
」
は
日
本
で
一
番
深

い
が
、
洞
口
は
井
戸
の
よ
う
に
垂

直
で
、
千
里
洞
と
比
べ
る
と
、
あ

ま
り
目
立
た
な
い
。
名
前
の
よ
う

に
石
灰
岩
の
白
が
目
立
つ
。
奥
は

良
く
見
え
な
い
の
で
、
洞
口
の
方

に
カ
メ
ラ
を
持
つ
手
を
伸
ば
し
て

写
真
を
撮
る
。

　

最
後
は
「
新
マ
イ
コ
ミ
」
へ
行

く
。
小
石
の
多
い
河
原
が
あ
り
、

他
の
マ
イ
コ
ミ
と
同
じ
よ
う
に
岩

の
基
部
に
水
が
吸
込
ま
れ
て
い

た
。
小
休
止
後
、
林
道
終
点
か
ら

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
糸
魚
川
駅
に
戻

り
、
ツ
ア
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
は
、
糸
魚
川
の
ジ
オ

パ
ー
ク
に
興
味
が
あ
り
、
色
々
探

索
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
コ
ミ
平
に
は
機
会
が
あ
れ

ば
、ド
リ
ー
ネ
の
底
に
雪
が
残
り
、

高
山
植
物
が
咲
く
季
節
に
、
ま
た

訪
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
研
修
会
を
開

催
さ
れ
た
自
然
保
護
委
員
会
を
初

め
と
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

�

（
千
里
洞
）

�

（
白
蓮
洞
）

�

（
浄
土
門
に
て
）



平成29年１月発行 　第328号　(4)新潟県山岳協会ニュース

　新潟県環境企画課自然保護係と新潟県山岳協会自然保護委員会との平成28年度意見交換会が開催されまし
た。その概要を報告します。

開催日時　　平成28年11月22日（火）13：15～15：00
開催場所　　新潟県自治会館本館202会議室
出 席 者　　新潟県環境企画課自然保護係古田氏　引野氏（司会）　平田係長（中途から参加）
　　　　　　新潟県山岳協会自然保護委員会　遠山實　井口光利　高橋欣弘　鈴木勝利　田村健　伊藤　直
　　　　　　新潟県山岳協会　参与　本間一人　副理事長　佐久間雅義
　　　　　　新潟楽山会　大岳佳夫

１．県の事業紹介（県・引野氏）
　　県の自然保護事業の概要説明
　①　環境省直轄事業……国立公園の施設整備で環境省が直轄施行
　　　　　　　　　　　　（予算は同省が100％負担）　
　②　交付金事業…………来の国定公園施設整備事業（県、市町村が事業施行）への助成
　　　　　　　　　　　　（予算55％県市町村、45％国負担） 
　　　　　　　　　　……ⅰ自然保護や利用者の安全確保
　　　　　　　　　　　　ⅱ公共性が高い施設
　　　　　　　　　　　　ⅲ�国立公園内に市町村が設置した施設（山小屋等も含む）の修繕、他言語化への

助成
　③　自然公園等利用施設修繕事業（県単独事業）（予算は県が100％負担）

２．平成29年度以降の計画の説明（県・引野氏）　
　　以下、各山岳地域における事業のみ紹介（筆者）
　Ｈ28年度施行実績と今後計画
　①　環境省直轄事業
　　　妙高連峰　　28年度　ライチョウ平～火打山頂上木道登山道整備を実施した
　　　　　　　　　　　　　洗掘、転倒防止のため梯子型階段を設置
　　　　　　　　　　　　　老朽化した木道の再整備と登山道の固定
　　　　　　　　　　　　　妙高地区整備については今年度でひとまず完了とする
　　　　　　　　　　　　　将来的には富士見平～黒沢ヒュッテ～天狗の庭間整備を計画
　　　苗場山　　　29年度　頂上湿原内登山道～赤湯登山道整備（木道等）を計画
　②　交付金事業
　　　高谷池野営場（妙高市）公衆便所改修を施行中（Ｈ28～29年度）

平成28年度　新潟県環境企画課自然保護係との意見交換会報告

登山・スキーの専門店

新潟店・長岡店
新潟店　新潟市中央区堀之内南1丁目16-52  TEL(025)241-5134㈹
　　　　営業時間／10:00～19:00
長岡店　長岡市古正寺町110  TEL(0258)89-6901
　　　　営業時間／11:00～20:00（火曜定休日）



(5)　第328号 平成29年１月発行新潟県山岳協会ニュース

　　　平標山駐車場（湯沢町）公衆便所改修を実施
　　　越後三山・只見　28年度　玉子石分岐～池ノ岳間荒廃木道等（0.2Ｋｍ）整備
　　　　　　　　　　　29年度　池ノ岳方面へ登山道（荒廃木道等）（0.2Ｋｍ）整備
　　　　　　　　　　　再来年度以降　池ノ岳周辺登山道（０．７Ｋｍ）整備を計画
　③　県単独事業
　　　巻機山　　　28年度　巻機小屋～竜王池間木道登山道改修を実施中
　　　　　　　　　27年度より継続実施中　順次整備を計画
　　　飯豊連峰　　門内小屋（門内岳）屋根の応急処置（シ－ル処理のみ）を実施した　
　　　　　　　　　平成29年度張替え工事実施予定

３．「生態系被害防止外来種リスト」の説明（県・古田氏）

４�．県側から「ふるさとの自然再生協働事業」の趣旨と実施要領についての説明と応募要請および実施実績
紹介があった。是非応募願いたいとのこと。　
　　（せっかくの県からの要請ですので山岳団体の積極的な応募をお願いします）

５．県山協からの要望、情報その他
　・平ヶ岳の水場付近その他で幕営する登山者が多数おり汚れている。トイレの設置はできないか？
　　また、幕営禁止を周知徹底したり、携帯トイレを登山口に備え付ける等の対策が必要ではないか。
　・巻機山八合目の植生復元地への踏込み防止対策。有志が仮ロープを張ったが不完全である。
　　　→　（県見解）　来年度対策を予定している。県山協にも協力願いたい。
　・粟ヶ岳中央登山道の荒廃について写真を提示した。
　　　→　（県見解）「ふるさとの自然再生協働事業」等で協力可能。
　・飯豊連峰頼母木岳登山道荒廃状況等について説明。
　・角田山のトイレが非常に汚く使う気になれない。何とかできないか。
　　　→　（県見解）新潟市が管理しているので新潟市に相談していただきたい。
　・二王子小屋にトイレを設置してもらいたい。
　・守門岳　青雲岳～袴岳間木道が傾いて危険な状態になってきた。
　　　→　（県見解）浅草岳も含め、来年度以降対策したい。
　・来年度も県庁にて山岳写真展を開催したいので協力をお願いしたい。

　意見交換会最後に、平田係長より「貴重な情報が頂け、活発な意見交換会となった。今後一層協力を深め
たい」との表明があり閉会となった。
　来年度もこの意見交換会を開催し、有意義なものとしたいので、各加盟山岳団体および日山協自然保護指
導員、環境省自然公園指導員の皆さんからの情報提供、意見を県山協自然保護委員会にお寄せ下さい。
� （自然保護委員長　伊藤記）
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汚すまい、この道、この山、この川

平
成
28
年
11
月
第
３
２
７
号
続
編

藤
島　

玄 

著

冬
山
覚
書
７ 

�

（
新
潟
県
山
岳
協
会
１
９
６
１
）

●　

ア
イ
ゼ
ン
も
越
後
の
熊
狩
用

の
三
本
爪
の
ほ
う
が
使
用
価
値
が

大
き
い
。
爪
の
少
な
い
ほ
ど
雪
を

抱
か
ず
、
氷
雪
で
な
い
限
り
洋
式

の
八
本
爪
よ
り
有
効
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
か
。
ワ
カ
ン
と
同

じ
く
靴
用
の
紐
の
仕
掛
け
を
工
夫

し
て
、
確
り
と
着
用
し
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
ぞ
。
た
だ
し
、
店
頭
に

蟹
の
干
物
み
た
い
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
夏
山
雪
渓
型
と
い
う
安
物

は
ダ
メ
ダ
メ
。
無
い
よ
り
危
険
。

〇　

食
料
は
綜
合
管
理
と
す
る
。

こ
の
野
郎
何
持
っ
て
き
た
な
と
、

リ
ー
ダ
ー
は
ザ
ッ
ク
の
中
ま
で
解

る
の
が
本
当
だ
。
当
番
は
出
発
と

同
時
に
、
間
食
の
甘
味
、
果
物
か

ら
煙
草
、
ヒ
ル
ム
ま
で
干
渉
す
る

場
合
が
あ
る
の
を
承
知
し
て
い
る

か
。
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
、
公

平
な
再
分
配
と
、
消
費
順
位
を
決

め
て
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
個

人
の
浪
費
は
極
力
抑
え
、
食
べ
物

と
女
の
恨
み
は
な
ん
と
や
ら
だ
。

●　

十
時
と
三
時
の
お
や
つ
は
御

当
世
生
活
の
悪
習
慣
に
す
ぎ
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
。
第
一
そ

れ
ほ
ど
働
い
て
い
る
の
か
。
ど
う

し
て
間
食
の
必
要
が
あ
る
が
ん
だ

ろ
う
。
多
忙
と
心
配
で
、
飯
な
ん

か
食
っ
て
お
ら
れ
る
も
ん
か
も
困

る
が
、
要
は
、
皆
の
空
腹
が
一
緒

で
あ
っ
て
、
一
緒
に
美
味
し
く
食

い
た
い
も
ん
だ
。
昼
の
サ
イ
レ
ン

で
ガ
ッ
パ
リ
腹
が
減
り
、
動
け
な

く
な
っ
て
死
ん
だ
奴
も
い
る
。

〇　

山
で
の
食
事
の
不
規
則
と
い

う
よ
り
、
空
腹
度
、
行
程
、
地
形

な
ど
の
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の

は
、
当
然
の
こ
と
だ
。
適
当
な
場

所
と
天
候
を
判
断
し
て
、
食
う
こ

と
を
決
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
不
味

い
物
、
冷
た
い
も
の
ほ
ど
ゆ
っ
く

り
よ
く
噛
ま
れ
る
か
。
そ
の
芸

が
で
き
ぬ
と
体
温
の
降
下
は
と
も

か
く
、
活
力
が
で
る
の
に
時
間
が

か
か
り
、
そ
の
間
に
ま
ご
ま
ご
す

る
と
身
体
の
方
か
ら
参
っ
て
し
も

う
。

�

（
次
号
に
続
く
）

　今後の行事予定　
平成29年１月28日（土）	 第２回理事会	 （上越市　ホテルハイマート）
平成29年１月28日（土）	 平成29年新年会	 （上越市　ホテルハイマート）
平成29年２月18日（土）	 冬山講習会座学	 （新発田市滝谷　農村婦人の家）
　　　　　 ～19日（日）	 冬山講習会実地研修（滝谷・東赤谷付近の山（俎倉山予定））
平成29年３月	 第２回安全登山講習会

▲�

昨
年
末
、
県
山
協
で
知
り
合
っ
た
３

名
と
燕
岳
に
登
っ
て
き
た
。
５
年
前

に
登
っ
た
時
に
比
べ
る
と
、
少
な
い

積
雪
で
登
り
や
す
か
っ
た
。
こ
れ
も

異
常
気
象
の
現
わ
れ
か
。

▲�

丁
度
３
連
休
の
中
日
で
、
燕
山
荘
は

百
人
ほ
ど
が
宿
泊
し
混
雑
し
て
い

た
。
僕
ら
の
よ
う
な
高
齢
者
は
少
な

く
、
若
い
女
性
登
山
者
が
多
か
っ

た
。
若
い
人
達
の
賑
わ
い
が
小
屋
の

雰
囲
気
を
華
や
か
に
し
て
い
た
。

▲�

僕
ら
が
山
登
り
を
始
め
た
昭
和
30
年

代
の
山
は
若
者
の
世
界
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
中
高
年
の
登
山
者

の
世
界
と
な
っ
て
い
た
。

▲�

こ
の
中
高
年
が
山
か
ら
去
っ
た
後
は

ど
う
な
る
か
と
危
惧
を
し
て
い
た

が
、
若
者
が
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と

は
う
れ
し
い
こ
と
だ
。

▲�

願
わ
く
は
、
こ
の
若
者
た
ち
が
、
ツ

ア
ー
登
山
か
ら
脱
し
て
、
ど
こ
か
の

山
岳
会
の
一
員
と
な
っ
て
登
山
を
楽

し
ん
で
欲
し
い
と
思
う
。
高
齢
化
の

進
む
山
岳
会
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

�

（
遠
藤　

記
）

編
集
後
記

賛助会員御入会・御入金のお礼
　次の皆様から、御入会、御入金を頂きました。（11月16日～12月31日）（敬称略、順不同）
　氏田　啓治（山岳同好会新潟望遠）　上村　虎夫（十日町山路の会）
� 御協力ありがとうございました。
� 　　　　　新潟県山岳協会　会　長　阿部信一・理事長　楡井利幸・総務委員長　宮崎幸司　

平成28年度賛助会員入会受付中　お申し込みは事務局へお願いいたします。


